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§１．研究成果の概要 

酸素の電解還元によって活性酸素種を生成するための反応プロセス開発を目指しています。水

を電子源とするための酸素発生反応（OER）用のアノード電極触媒、および酸素の二電子還元に

よる過酸化水素生成のためのカソード電極触媒や反応プロセスについて検討しました。 

アノードの OER 電極触媒では、高表面積のチタン繊維を担体とした酸化イリジウムがアモルファ

スであり、大きな電気化学表面積に由来した高い触媒活性を示すことを見出しました。さらに触媒

調製時にポリエチレングリコールを添加することで、低温焼成によっても不純物の残留が低減し、

触媒耐久性が向上することを、X 線吸収分光法による局所構造解析などの手法を使って明らかと

しました。可視光エネルギーを利用した反応系を構築するための半導体電極の開発も進め、チタ

ン繊維を担体としたバナジン酸ビスマス電極が、気相水蒸気の光電解反応を可視光照射下で実

現しました。 

過酸化水素生成のためのカソード反応では、電極を回転させた対流ボルタンメトリーと、炭素繊

維に電極触媒を固定した静止系での比較を行い、電解液の pH によって炭素系触媒の電極性能

が大きく異なる特徴を明らかにしました。過酸化水素の熱分解や電解化学的還元反応について検

討し、酸素の二電子還元に及ぼす影響を多角的に検討しました。これらの条件出しと並行して、膜

型反応器を利用した酸素の電解還元プロセスの最適化も進めました。溶存酸素を含む液体水を

供給する場合に比べ、酸素気体と液体水を同時に供給すると電流は大きく向上するが、ファラデ

ー電流が著しく低くなりました。これを解決するために、集電体である炭素繊維（ガス拡散層）の疎

水性を制御したところ、過酸化水素のファラデー効率が大きく増大しました。物質供給の重大な影

響について多くの知見が得られました。 
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